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	(1) 異動年月日
	2020年３月26日（当社第41期定時株主総会開催予定日）
	(2) 就退任する会計監査人の概要
	① 就任する会計監査人の概要
	② 退任する会計監査人の概要
	(3) 上記２.①に記載するものを会計監査人の候補者とした理由
	監査等委員会がRSM清和監査法人を会計監査人の候補とした理由は、会計監査人としての独立性及び専門性の有無、当社の事業規模を踏まえた監査体制及び監査報酬の相当性等を総合的に勘案した結果、当社の会計監査が適正かつ妥当に行われることを確保する体制を備えており、適任と判断したためであります。
	(4) 退任する会計監査人の直近における就任年月日
	2015年３月25日
	(5) 退任する会計監査人が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等
	該当事項はありません。
	(6) 異動の決定または異動に至った理由及び経緯
	当社の会計監査人であるEY新日本有限責任監査法人は、2020年３月26日開催予定の第41期定時株主総会の終結の時をもって任期満了となります。監査体制及び監査報酬を当社の事業規模や経営環境に見合った会計監査人とすることから、上記３.の理由により、新たにRSM清和監査法人を会計監査人として選任するものであります。
	(7) (6).の理由及び経緯に対する監査報告書等の記載事項に係る退任する会計監査人の意見
	特段の意見はない旨の回答を得ております。
	(1) 変更の理由
	① 事業目的の変更
	今後の業容拡大と新規事業展開の可能性に備えるため、現行定款第２条（目的）に目的事項の追加を行い、号文の新設に伴い号数の繰り下げを行うものであります。
	② 発行可能株式総数の変更
	今後の業容拡大及び新たな収益機会獲得のための資金調達を機動的に遂行するため、現行定款第６条（発行可能株式総数）について、発行可能株式総数を現行の30,000,000株から72,000,000株へと変更するものであります。
	(2) 変更の内容
	変更の内容は次のとおりであります。
	(3) 変更の日程
	以　上

